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■ 2016 年度 第 1回都市計画サロン ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

講演テーマ：熊本地震の災害応援報告 

講演者：福馬晶子（広島市役所・建築主任技師） 

場  所：合人社ウェンディひと・まちプラザ 

（広島市まちづくり市民交流プラザ） 

日  時：2016年8月1日(月) 19:00～20:30 

参加人数：16名 

■講演の概要 
(1) はじめに 

広島市役所から今年6月3日
から 16日にかけて熊本県に、
応急仮設住宅の建築関連用務

で派遣された福馬晶子氏から、

「地震被害について」、「応急仮

設住宅建設事務について」ご報

告いただいた。 
(2) 熊本地震の概要 

熊本地震は、2016年4月14日21時26分、熊本県を中
心に発生した地震であり、震度7は、国内4例目となる大
地震であった。その後、16日未明にも震度7を記録し、一
連の地震活動において震度7を2回記録したのは国内史上 
初。それが多くの住宅の倒壊を招き、被害を拡大させたの

が特徴である。 
人的被害は死者 81名、負傷者 1,684名、住宅被害は全
壊 7,693棟、半壊 22,982棟、一部破損 109,892棟、避難
者数183,882人にのぼった。(7月19日時点) 
福馬氏はそうしたなか、熊本県庁にて主に応急仮設住宅

の設計・建設事務の応援に従事された。 

 
▲熊本城とその近辺の様子 

 
▲宇土市役所。立替えの話を検討しているところだったという。 

 

 
▲益城町。断層直上の町で相当の被害が出た。 

 
▲阿蘇。断層で道路に亀裂が入った部分は、応急的にスロープにしている。 

 
▲熊本市役所の最上階ロビー。平常時にはホールや展望広場として使われてい

たこの階は、災害に関する申請場所及び相談所となっていた。 
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 (3) 応急仮設住宅建設事務 

応急仮設住宅設計・建設事務は、2016年 6月 3日時点
では69団地、3,094戸を目標に整備が進められていた。 
応急仮設住宅の設計は、「工期 1 か月以内で多く建設で
きる」、「2 年後も活用できる仕組みを取り入れる」、「他で
見受けられた課題を改善する」といったコンセプトで進め

られた。 
工期短縮には、「流通量が多い材料を使用する（外装版、

窓サッシ、水回り機器など）」、「汎用性の高い材料を使用す

る（スギ105mm角、構造用合板12mm等の流通材）」、「仕
上げを簡素化しなるべく手間のかからない工法を採用す

る」とし、新潟や東北などで鍛錬を積んできた熟練のプレ

ハブ協会とその施工業者で行うことにより、効率的な施工

を行っていた。 

▲内装の壁がヒビだらけの熊本県庁  ▲各都市からの支援職員で一杯の部屋。 

 
▲急ピッチでの建設現場       

▲

▲応急仮設住宅の一例。工務店協会。▲プレハブ協会。 

 
▲建築士会。           ▲建築士会の内装は、壁にも県産材。 

 
▲一般的な内装。県産材を、キッチンの床に張り、和室の腰壁も県産材。 

 
▲集会所「みんなの家」 

また、２年後も活用できる仕組みを取り入れることにつ

いては、地域の工務店協会や建築士会などのグループが担

当する応急仮設群の中で、過去の阿蘇山噴火災害時の仮設

住宅建設の経験から、長期に入る可能性のある仮設住宅に

ついて、期間満了後の市営住宅転換を見据え、砂応急仮設

住宅に使われる松杭の代わりにRC造の基礎にする、長期
に住めるようにある程度のスペックにするなどとしていた。 
デザインも、くまもとアートポリスの建築コミッショナ

ーである伊藤豊雄などにより集会所を「みんなの家」とし

て団地の規模ごとに設置するなど、美しいデザインがアク

セントを添えていた。 
フローリングや腰壁に熊本県産材の木材、畳は熊本産の

いぐさを使用することにより、県の産業も後押しし、かつ、

居心地の良い空間を形成していた。 
完成した応急仮設住宅には、6月15日から入居が始まっ
た。入居された方によると、避難所ではお互い助け合いに

よりやりくりしてきたが「振り返ってみると極度の気遣い

等による疲労はやはり間違いなくあった」、「応急仮設住宅

に入ると落ち着きを覚える」とのことであった。 

 
■所感 
応急仮設住宅の設計等については、これまでの地震の教

訓を生かし確実に進歩していることを実感した。 
応急仮設住宅の設計はコスト面の制約もあり、被災者の

ニーズすべてを満たすのはなかなか難しく、マスコミ等に

よき事例として取り上げられるケースは少ない。しかしな

がら、被災者の日々の生活や精神的落ち着きの根幹にかか

わる重要な部分でもあり、さらなる進歩をとげてほしいと

感じた。 

 

（文責：渡田 賢治） 
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■地井昭夫先生追悼10年記念パネルディスカッション ■ 

～今の事態を地井先生はどう見ておられるだろうか～ 

“農山漁村へのまなざし、都市への思い…”  

基調報告：森保洋之（広島工業大学名誉教授） 

石丸紀興（広島諸事・地域再生研究所） 

パネリスト（基調報告者を含む） 

宮本茂（中国地方総合研究センター）…進行役 

岡田知子（西日本工業大学） 

 篠部裕（呉工業高等専門学校）ほか  

日時：2016年７月９日（土）13:30～16:30 

場所：合人社ウェンディひと・まちプラザ 研修室Ｃ  

主催：一般社団法人日本建築学会中国支部（農村計画委員会） 

後援：公益社団法人日本都市計画学会中国四国支部 

 

はじめに（趣旨） 

最初に、日本建築学会中国支

部農村計画委員会の浅井委員

長より、趣旨説明があった。 

地井昭夫先生は、建築家・吉

坂隆正（1917－1980）に師事し、

早稲田大学在学中より伊豆大

島の復興計画を手がけ、「発見的手法」を主唱するとともに、

当時はあまり知られていなかった船小屋の漁村集落（丹後・

伊根浦）に魅せられ、漁村の空間・社会の研究を精力的に行

われた。また、広島工業大学、金沢大学、広島大学、広島国

際大学で教鞭を執られ、その間、漁村計画研究所及び漁村研

究会を発足させ、全国各地の漁村計画、漁村の環境改善など

に関する研究と提案をなされた。本催しは、こうした地井昭

夫先生を偲び、没後10年の追悼記念として行った。 

１ 基調報告 

 最初に森保氏から「瀬戸内（祝

島など）と地井先生のまなざし」

と題して報告があり、地井先生の

略歴から、広島工業大学での地井

ゼミの集落研究、沖縄関係の主要

論文、受賞、研究成果の一つの結

実である図書など、まさに「地井アーカイブ」と言うべき内

容であった。特に、森保氏のライフワークでもある祝島の研

究に関しては、地井先生の沖縄の集落研究などと関連づけ、

興味深い論考があった。最後に、「地井先生は瀬戸内海の漁

村等の現状、それに対する研究や取組を如何にみているか」

と言う視点から、そのまなざしに思いを馳せることは、我々

の「考え方の基本・物差し」、そして「考えるテクスト・行

動指針」につながることを強く語られた。 

 続いて石丸氏から、地井先生の研究スタイルや着眼点など

について、具体的な調査対象などを織り交ぜながら報告があ

った。その中では「発見的方法」を考案し、それを通じて各

地の農山漁村の特性や課題を発見し、計画・事業につなぐ研

究者・プランナーとしての希有な存在であったこと、また、

周防灘大規模総合開発や下筌（しもうけ）ダム（大分県と熊

本県にまたがるダムで 1972 年

竣工）の反対運動「蜂の巣城紛

争」に関する地井先生のまなざ

し・行動なども紹介された。 

２ パネルディスカッション 

 まずは、司会・コーディネー

タである宮本氏から、「広島を中心とした地域計画・農山漁

村から」と題して、瀬戸内海の島嶼部、中山間地域、そして

都市近郊における数々の研究や地域計画について報告があ

った。宮本氏の農山漁村、そして都市への好奇心や着眼点は、

地井先生からの影響も大きいことなどを知ることができた。 

 次に、岡田氏からは、「海の視点から住まいの遺伝子と集

住文化を探りたい」として、地井先生の島との出会いを、1965

年の伊豆大島（元町大火後の復興計画）から、瀬戸内の島々

（波止、集落、水軍、宮本常一）、沖縄県・本島と島々（復

帰後の都市・集落振興計画）、能登半島（海女の家族）、奥

尻島（北海道南西沖地震被害と復興）、淡路島（阪神淡路大

震災と復興）、福岡県宗像町（現・宗像市）・沖ノ島（宮司

一人の島、訪人の島）、晩年の韓国・鬱陵島（海封された島、

海女、ドンドンジュ[どぶろく]）の８つの出会いとして説明

された。そして、海には経済や文化の通り道（海の縁側）が

あり、長い歴史の中でリージョナルな交流や滞留があったこ

と、その中の大切なこととして船住まいの伝搬と陸上がりが

あることなど、地井先生の論考が示された。 

 続いて、篠部氏より、地井先生との共同研究「中山間地域

の地域振興に関する基礎的研究－在住者と出身子女からみ

た将来像と課題」の報告があった。こうした着眼点や共同研

究は、両氏の先見性と意思疎通の深さを如実に物語るもので

あるとともに、地域振興への展開が期待される。 

基調報告者の石丸氏からは、灰塚ダムや地井先生の日常生

活のエピソードなど興味深い話があった。灰塚ダムの再建地

に関しては、住民参加型の計画策定プロセス、地区の中心地

から伸びる軸線上への神社の配置、小学区の立地性など、石

丸氏の発想が結実したものであるが、「地井先生はこの再建

地の計画をどのように見ておられるだろうか」との問いかけ

に、この催しの本質的な意味を感じることができた。 

３ 意見交換・フリートーク 

 地井研の卒業生などからは、漁村での調査、前述の下筌ダ

ムでの体験、赴任当初は学生と間違われていたこと、大学生

活のこと、愛車ハーレーダビッドソンのこと、酒をこよなく

愛されたことなどが昨日のように語られ、連綿と続く地井先

生の存在の大きさを感じるものであった。 

おわりに 

 この催しに参加できなかった方からも声が寄せられてい

る。「東日本大震災が惹起した時、何故か直ぐ地井先生を思

い浮かべました。（中略）地井先生だったらどうされるだろ

うかと思ったのです。」「いやな思いをした記憶がありませ

ん。不思議な人です。」「『チイザクラ』と名づけたサクラ

が家の裏にあり、毎年花見をしています」等々。 

（文責：山下和也） 
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■ シンポジウム ■■■■■■■■■■■■■■ 

日時：平成28年10月15日(土) 14:00～17:00 
場所：西川アゴラ 
   （岡山市北区田町1-8-30 伊達ビル2階） 
テーマ ：都市型公園の活用を探る 
     ~岡山市西川緑道公園のまちづくり~ 
プログラム： 
1. 西川緑道公園探索 
2. 西川緑道公園建設ビデオの鑑賞 
3. 西川緑道公園のまちづくり史報告        
岩淵泰・岡山大学地域総合研究センター 

4. 西川緑道公園まちづくり診断                       
前田芳男・岡山大学地域総合研究センター 

5. 都市型公園の活用と運営戦略 
石田尚昭・岡山市まちづくりアドバイザー      

主催：(公社)日本都市計画学会中国四国支部 
  岡山大学地域総合研究センター 
共催：岡山市 
参加者：20 名 

 
本シンポジウムの目的は、2015年度と2016年に大森雅
夫岡山市長が中心市街地の賑わいと回遊性の向上に向けて

社会交通実験を行っているが、西川緑道公園を拠点とした

まちづくりを歴史軸、現状分析、市民参画と政策立案の三

点から振り返ることである。 
 シンポジウムの始まりは、西川緑道公園のまち歩きを行

い、岡ビル百貨店の屋上まで向かった。 

 

 
（写真１）公園建設のエピソードを語る石田氏 

 

（写真2：岡ビル百貨店屋上の様子） 

 

西川アゴラ内では、公園建設のビデオを見た後、岩淵泰

氏から 1970年代、1980年代、1990年代、2015年以降、
時代ごとに歩行者天国が実施されている特徴が紹介された。 
前田芳男氏は、三つのポイントを紹介した。第一に、駐

車場が非常に増えており、駐車場に車を止めて最寄りのお

店に向かうために実際には回遊性が生まれていないこと。

第二に、岡山駅前と天満屋周辺で岡山市の二極化が確認さ

れ、その中で人と車が動いていること。第三に、この状況

を変化させるには、西川緑道公園などでイベントを行い新

しい人を呼び込み、歩かせることが重要であることだ。 

 

（写真３）広島、愛媛、島根、岡山市役所からも参加者 

 
石田尚昭氏からは、これからのまちづくりは、都市計画、

建築、土木、経済などそれぞれのセクションで考えるので

はなく、満月 BAR をはじめ、市民協働や対話の機会が保
たれることが大切であり、チームとしてまちをデザインす

る時代になるべきだと提案がなされた。 
 シンポジウムを纏めてみると、岡山市は駐車場で溢れて

いるが、西川緑道公園は、車社会に対して歩行者の拠点、

更に、イベントや憩いを含めた人間中心の空間であること

だ。 
 シンポジウムの内容を深めるために、西川緑道公園の満

月 BAR で意見交換会が行われた。地方都市にはそれぞれ
の特徴があり、学会員同士がまちづくりを分析、評価する

ことで、まちは更に輝いていくのである。 

 

（写真４）若者ボランティアで運営される満月BAR 

 
（文責：岡山大学地域総合研究センター 岩淵 泰） 
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■ホットコーナー■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

台湾の日式建築 

福馬 晶子 

先日台湾に旅行し、日式建築を見直した。 

日式建築とは何か。 

日本が植民地として占領下に置いた国において建築された

日本風の建築であり、官的な公共建築物などの建築から、民

的な工場や民家などの建築まで、あらゆるものがあり、建築

されている国も、中国、韓国、台湾など、バリエーションが

ある。 

勿論、侵略時に文化を押し付けているものであるので、そ

の国の文脈から外れて突如として現れ「あら？なぜここに？」

と感じさせるが、７０年前の日本の郷愁に駆り立てさせられ

るものでもあり、また、その土地土地の風土に合わせてその

当時の建築的な工夫や意匠が凝らされていることも見て取れ

るものだ。国によっては徹底的に排除されているが、国によ

っては大事にリフォームして使われ、あまつさえ、文化財や

歴史的建造物として当時を復元され大事にされているものま

であるのである。 

今回訪れた台湾は、有難いことに日式建築を大事にしてい

る国で、ともすると、日本より多くの割合で、戦時中の建物

を残しているのかもしれないと思わせられるぐらい、豊富に

日式建築がある。 

今回は、台湾の中でも台北地方を廻り、素敵な日式建築を

探訪した。ぜひ台湾にお出かけの際は、訪れていただければ

光栄である。 

１ 青田街 

青田街は、台湾帝国大学等、大学の教授などの宿舎が集ま

った街である。勿論日本人の教授も赴任し、住んでいた。 

また、国の財産であるため、手つかずで残っているものも

あり、現在、財産を整理するため公売にかけているのだが、

公売の条件が文化財として建築物を残すこととなっており、

その維持保存にかかる費用に見合うだけの高級な仕様のギャ

ラリーや喫茶店としてリフォームされている。周囲も高級住

宅街だ。 

ちなみに、古建築は一方的に保存しなくてはならなくなる

ため、オーナーは、古建築を解体できなくなるとのこと。そ

のため、最近は古建築の不審火が多く発生しているとの話を

聞いたことがある。

 
まだ日本家屋が並んでいる1960年代のイメージ図（劉墉 絵） 

 

 

青田七六（喫茶店） おしゃれスポットとして大人気。なかなか席が空かない。 

 

青田茶館（高級茶館） 大修理の上、最近、敦煌画廊と高級な茶館になった。 
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２ 華山1914文化創意園区 

華山1914は、1914年創立の日本酒を製造している玉山
酒造が移転した跡地の建物を、まさにそのまま使って、カ

フェ、ギャラリー、雑貨屋、イベントスペース等に使った

オシャレスポットだ。若者がとても多い。 

イベントの内容も、となりのトトロや日本の漫画やら日

本色が濃い。入っているショップもオシャレなレア系、食

事も日本の食堂をイメージしていたものが入っていた。 

建物は、カラミレンガやタイルなどを窓枠などにもふん

だんに使っており、工場だが、重厚な感じがする建物だ。

壊れている部分や汚れたのを味としてそのまま使い、いく

らかリフォームをして使っているのでとても味がある。 

 
工場がイベントホールとなっており、長蛇の列だ。 

  

煙突付で蔦に覆われた建物が可愛い雑貨屋に。タイルが剥がれた場所が芸術に。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 錦安日式宿舎群落（総督府山林課宿舎） 

錦安里の金山南路二段203巷と215巷の辺に群落で残って

いる、総督府山林課の官舎がある。 

現在、１軒ずつ復元されているようである。活用方法は分

からなかった。 

近くに公園があり、そこに建築物の構造や復元方法などを

記したパネルがあった。 

 
腐らないように鉄骨で屋根までかけて保存されている。 

 

４ 四四南村眷村文化館 

これは日式建築ではなく中国式だが、戦後中国から入っ

てきた軍関係の官舎で、中国系の古いアパートの集落だ。 

資料館があるほか、土日はアートパフォーマンス等が催

されているようだ。ちょっと早朝平日だったので、静かだ

ったが、休日は賑やかだとのこと。 

資料館があり、住んでいた当時の記録や芸術家による住

民を写した写真展などを行っていた。 

 

台湾のタワー的存在である台北１０１のすぐ脇に古い集落という対比が面白い。
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４ 鉱山の町、金瓜石 

台北駅から電車で暫く行き、そこからさらにバスで山の

中に入ったところに金瓜石の町はある。千と千尋の神隠し

で有名な九份より少し奥に行った感じだ。 
その町は、鉱山の町で、やはり戦中に日本による開発が

進められたため、日本家屋が多く並んでいる。 
観光も進められているようで、エリア一体を博物館区と

して、黄金博物館や鉱山を見学でき、作業員弁當を眺めの

良い食堂で食べることができ、建物をボランティアガイド

に説明してもらえることができたりする。 
当時の日本人職員の宿舎である四連棟は、1930年頃のも
のだが、2005年に台湾で教えている日本人の教授の監修で
修繕を行い、2007年から見学ができるようになっている。 
日本人が住んでいたころの内装、戦後の内装などが復元

されており、それぞれ郷愁をあおる。 

 

 

 
最初にビデオを見て、ガイドと共に巡回する。当時の暮らしが目に見えるよう。

太子賓館は、後の昭和天皇が皇太子だった頃に視察の計画

があり1922年頃に建てられたものだ。 

 

太子賓館。立派。 

 

三毛菊次郎邸。現在改修中でした。そのうち見学できるようになるのかも… 

 
坑道も見学できます。鉱山マニア垂涎～。ただ、入り口でかなり脅されます… 

 

 

1970年頃のバスが置いてありました。建物が朽ちているところでも塀はある。 

 

鉱山群の下町。「非情城址」という映画の撮影場所にもなったとのこと。 

ここから少し離れたところに戦時中の強制収容所跡があり、公園となっていた。 
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５ 最近の台湾人気ナンバーワンスポット、九份 

 九份というと、「あぁ、あの『千と千尋の神隠し』の…」

と思われる方も多くいらっしゃるだろう。 
九份に行くことを目標に台湾に来られる方も多いようだ。 
千と千尋の神隠しの映画の中に入り込んだような空間を

楽しんだり、古い建物で高級茶を飲んだり、屋台を楽しん

だり…しかし、人が多いのは辟易する… 

 

 

６ 公共建築物群 

台湾で素晴らしいのは、戦前戦中に建てられた日本統治

時代の建物が、そのまま現在も現役で使われていることだ。 
台湾駅の南側の博愛区に、中央官庁群があるのだが、か

なりの数が日本統治時代の建物で、かつ美しいのだ。 
台湾総統府として、司法院や台湾医大、台湾博物館…そ

れを鑑賞するだけでもおなか一杯になること間違いなし。 
勿論、博愛区以外にも、あちこちに公共建築物が残る。 

 

台湾総統府。中華民国総統が執務を行う官邸。予約すると見学できるとのこと。 

 

司法院。中華民国の最高司法機関。緑色タイル張りで、シックな美しさがある。

 

台大医学院休館（1921年築、設計台湾総督府営繕課 近藤十郎）現在も病院。 

 

台湾師範大学。教師の官舎の多い青田街の近く 

 

国立台湾博物館。1908年築。ギリシャ風。1889年築造台湾初の洋風公園に建つ。 



（公益社団）日本都市計画学会・中国四国支部ニュース第 45 号（H28－2） 

- 9 - 

７ 交通事情 

交通はかなり便利で、移動が苦にならない。 
まず、MRT（地下鉄）がかなり整備され、乗り換えが同
じプラットホーム上でできるなど、工夫されている。東京

のように乗り継ぎが大変なことはない。 

 

鉄道は新幹線も整備され、台湾内を安価に高速で移動で

きるようになっている。台湾駅の日中の状況だが、大きな

中央広場に、電車待ちの人々が大量に座っていたのはびっ

くりした。 

 
道路にバイクや自転車の区画があり、整頓されている。 

 

８ その他 

旅のだいご味、屋台。夜市があちらこちらに立つ。公設

市場の屋台もあり、観光スポットになっている。観光マッ

プに載っていないような住民の胃袋的な屋台街もある。

 

清時代の建物もあちらこちらに残っている。下の写真は

剥皮寮歴史地区、龍山寺だが、他にも時間をかけ探索した

いところが多い。勿論、寺関連の市場や観光用市場、夜市

など、夜に行っても楽しめるところが満載だ。 
また、食べ物も、薄い塩味がメインの日本人に嬉しい優

しい味が多く、屋台で食べても大体はずれがない美味しさ

で、かつ安い。最近では、カキ氷が有名なように、スイー

ツも様々で美味しい。 

 

また、今回は、現代建築を廻らなかったが、日本の建築

家も多く台湾で建築しているとのこと。これもまた次回見

て回ってみたい。 
台湾観光は、現在日本人に人気で多く台湾に来るようだ

が、台湾人の方が日本に来る割合が大きいとの事。また、

日本統治時代に嫌な思い出のあるお年寄りでさえ東北大震

災時に寄付を100万円単位でしてくれるほど、愛憎含めて
日本を気にしてくれている国であり、温厚で物静かな方が

多い。 
台湾は来るたびに、またすぐ来たいと思う国だと思う。 
 

写真右側に見て取れる通り、バスレーンが道路の中心に設けられているため、バスのための渋滞や車やバイクと

の混戦がなく、かなりスムーズだ。また、左側に見て取れるように、広幅員道路には高架の車専用道があり、交

差点を苦にせず遠距離を移動できる。また、高架下は、ガソリンスタンドや二階建て駐車場が整備されている。
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■ 会員紹介  ■■■■■■■■■■■■■ 

安高 尚毅（あたか なおき） 
島根大学大学院総合理工学

研究科建築・生産設計工学領

域 助教 
■略歴 

1971年生まれ 福岡県北九州市
出身／1995年3月 九州芸術工科大学卒業／1998年3月 
九州芸術工科大学大学院生活環境専攻修了／1998年4月 
プランテック総合計画事務所／2000年4月 東和大学助
手／2005年 東和大学講師／2007年九州大学芸術工学研
究科芸術工学専攻博士後期課程単位取得退学／2007年
島根大学総合理工学部助手現在に至る 

■研究活動 
学生時代は九州大学名誉教授の故宮本雅明先生のもとで、

北部九州の歴史的町並みの調査・研究を行ってきました。

私が研究のフィールドとしたのは福岡県大川市の小保・榎

津地区で、都市の空間構成とそれを構成する町家建築に関

する研究を行いました。都市・建築のそれぞれの固有性を

あらわにすることを目的としたものでした。 
その後、建築設計事務所で働き、東和大学で職を得るこ

とになり、研究の道に入ることになりました。東和大学在

籍時は大分県日田市豆田町の調査にかかわり、国の重要伝

統的建造物群保存地区に選定された町並みの修理・修景の

手引きの作成に携わりました。 
現在、島根大学では松江城下町に関する研究や松江市の

空き家問題、大田市の大森地区の空き家問題を対象として

研究をはじめているところです。また、NPO法人まつえ・
まちづくり塾の副代表として松江のまちづくりに関わって

います。まつえ・まちづくり塾では松江城下町の町人地の

調査や城下町に残る伝統的建造物の残存調査と空き店舗の

利用について取り組んでいます。また、一般市民の方に対

し、松江の町の魅力を知ってもらうためのまち歩きやワー

クショップなども企画し、松江のまちづくりを盛り上げて

います。 

■都市計画分野での関心 
 現在の研究は松江城下町の歴史に関する研究や近世から

近代にかけて建てられた伝統的建造物の特徴について研究

を行っています。これからは都市計画分野に関わる研究と

して、松江城下町や大田市の大森地区の景観シミュレーシ

ョンや島根県において GIS を利用した限界集落やコンパ
クトシティの研究などを行っていきたいと考えています。 
 大きなテーマとしては近代の超克・パラダイムシフトに

ついて思い巡らしています。グローバル社会において、生

活環境やコミュニティがどのようにあればいいのか、資本

主義社会の中で都市や建築をどのように計画していくべき

かを探求していきたいと考えています。みなさまとの交流

の中で楽しく新しい未来を考えていくことができれば幸で

す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
 

安藤 亮介（あんどう りょうすけ） 
岡山市 政策局 政策企画課 
■略歴 

1981年生まれ 香川県善通寺市出身 
2004年 岡山大学環境理工学部環境 
デザイン工学科卒業 
2006年 岡山大学大学院環境学研究科博士前期課程修了 
2006年 岡山市役所入庁 現在に至る 

■業務の経歴と都市計画との関わり 
岡山大学においては、都市・交通計画に関する研究室に

所属し、これらの基礎について学んできました。 
平成 18年に岡山市に採用され 3年間は、区役所の農業
振興課に所属し、農道等の設計、現場監督業務を行いまし

た。 
平成21～27年の7年間は、都市整備局街路交通課（現：
交通政策課）に所属し、交通計画に関する業務に携わりま

した。担当した主な業務としては、総合交通計画の策定、

生活交通の確保・改善に関する計画・実施、LRTや駅前広
場の計画・設計、モビリティマネジメントなどです。その

なかで、地元住民、警察、交通事業者、道路管理者など、

都市交通に関わる様々な関係者との調整を行いながら、計

画・設計業務を担当してきました。今年度からは政策局政

策企画課に配属され、地域政策を担当しています。地域の

活性化や生活機能の維持を目的として、地域住民を中心に、

内外の様々な関係者と協力しながら業務を進めています。 

■いま、感じていること 
業務を行っていると、「海外の事例は制度や国土面積、文

化が違うから日本に取り入れるのは難しい」といった声を

よく聞きます。そんな中、今年の夏に、デンマーク・コペ

ンハーゲンの建築家のヤン・ゲール先生、そしてフランス・

ストラスブール元市長のカトリーヌ・トロットマン市議会

議員にお会いし、直接お話する機会をいただきました。ご

存知の方も多いと思いますが、コペンハーゲンは中心市街

地の歩行者天国化と全国的な自転車利用の推進、ストラス

ブールはトラムを中心とした公共交通利用の推進で有名で

す。両名にお話しをお伺いするなかで、これらの二つの都

市が劇的に変化したきっかけの、意外な共通点を知りまし

た。それは「自動車に支配された空間を人間に開放する」

という発想がスタートだったということです。そして、人々

が安心して歩くことができ、まちかどで話合ったり、座っ

て景色を眺めたり、そういったことを重視してまちを再構

築したそうです。その空間を創ること自体には、大きな面

積や費用はかかっておらず、制度も大きな差はありません。

結局は、現状のまちに必要だと考えた改善策について、客

観的なデータを使って、丁寧に市民に説明し、実施してき

たというところがポイントになっているようです。まちの

衰退が懸念されるなか、良い事例の本質的な考え方や要素

をとらえ、市民にわかりやすく説明し、話し合いながら計

画することが求められていると思います。今、まちに必要

なことが何か、常に考えながら業務に努めたいと思います。 
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■ 今後の活動予定 ■■■■■■■■■■■■■ 

 

◆2016年度第１回都市計画研究会 

日 時：2016年11月16日（水）19：00～21：00 

会 場：合人社ウェンディひと・まちプラザ 

（広島市まちづくり市民交流プラザ） 

北棟６階 マルチメディアスタジオ 

テーマ1：データからみる中・四国地方の観光の現状と 

課題 

講   師：吉原俊朗氏（公益社団法人中国地方総合研究 

センター主席研究員） 

テーマ 2：瀬戸内ブランドの確立による地方創生（地域

再生と成長循環）の実現（仮） 

講   師：村橋克則氏（一般社団法人せとうち観光推進 

機構事業本部長） 

 

◆2016年度第２回都市計画研究会 

日 時：2016年12月10日（土）（調整中） 

会 場：尾道市域 

内 容：観光とまちづくりの現場視察会 

 

◆2016年度第３回都市計画研究会 

日 時：2017年1月21日（土） 

会 場：調整中 

内 容：調整中 

 

◆四国のまちづくりに関する情報交換会＆見学会2016 

日 時：2016年10月28日（金）13：00～17：40 

会 場：高松市仏生山コミュニティセンター 

プログラム：□情報交換会 13：30～ 

□見学会 14：50～ 

□交流会 18：00～ 

 

詳細は，決まり次第，案内メール，支部ＨＰで案内させ

ていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 編集後記 ■■■■■■■■■■■■■■■■ 
カープ25年ぶりペナントレース制覇、そして日本シリー

ズへの出場おめでとうございます。 

広島のまちは、25年ぶりの歓喜に満ち溢れました。まだ、

日本シリーズで日本ハムとの最終決戦は残っていますが、

このニュースレターが配信される頃には、どちらが有利な

状況となっているのか、とても気になるところです。 

（カープファン以外の方には、申し訳ありません。25年

ぶりということで、ご容赦ください。） 

そして、今年はオリンピックイヤーということで、こち

らは、リオでの日本人選手の活躍に、日本中が大いに盛り

上がりました。残念ながらレスリングの吉田沙保里選手の

不敗伝説は途切れましたが、レスリング女子は 4 階級で金

メダルを取り、水泳、体操、柔道、バドミントンと合わせ

て12種目で金メダルを獲得しました。中でも、念願の体操

男子団体の金メダルや水泳の金藤選手の金メダル、バドミ

ントンの高松ペアの金メダルはとても感動しました。特に、

高松ペアが金メダルに輝いた時、松友選手が床に仰向けに

なって喜ぶ姿は、なんとも言えない光景でした。また、卓

球女子団体が銅メダルに輝いた瞬間に号泣している福原愛

ちゃんの顔も忘れられません。そして、何より感動したの

は陸上男子 400ｍリレーで日本チームが銀メダルを獲得し

た瞬間でした。あり得ないことが、現実に起こったような

感覚でもありました。パラリンピックと共に次期開催国と

して申し分のない盛り上がりの中で幕を閉じました。 

4年後に開催される東京オリンピックは、会場建設や予算

の問題でてんやわんやの大騒ぎが続いていますが、果たし

てどれだけの感動が待ち受けているのでしょうか。是非、

生で観戦したいものです。 

今は実りの秋真っ盛りで、あちらこちらで、祭りや食の

イベントが開催され、地酒や地元産品に舌鼓を打ちながら、

多くの人々が幸せな気持ちで、お腹も心も満たされている

のではないでしょうか。このような人の心を幸せにする恵

みを与えてくれた自然と人々の苦労に感謝あるのみです。 

次号の配信は、１月の予定です。ホットコーナーやコラ

ム、トピックス、会員紹介など、学会員の皆様からの原稿

をお待ちしております。 

何かございましたら、中国四国支部事務局（総務委員長）

行竹和幸（e-mail : cp-chushikoku@fukken.co.jp）までご連

絡いただければ幸いです。 

また、ご本人の了解が得られた講演会プレゼン資料につ

きましては、当支部ＨＰに掲載させていただきますので、

ご参照ください。（アドレスが変わりました。） 

支部ＨＰ：http:// cpij-chushikoku.jp / 
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